
第４回地方独立行政法人広島県立病院機構（仮称）情報システム等 

公募型プロポーザル選定委員会　議事要旨 

 項　　目 内　　　　　容

 １ 日　　時 令和６年４月９日（火）10:00～11:48

 ２ 場　　所 オンライン

 

３ 出席委員

健康福祉局　医療機能強化担当部長 

病院事業局　事務部長 

 　　県立広島病院副院長（兼）事務局長 

 　　県立安芸津病院副院長（兼）事務長 

総務局 　　情報戦略担当部長

 
４ 議　　題

地方独立行政法人広島県立病院機構（仮称）のシステム導入に係る文書管

理システムの企画提案内容の審査

 ５ 担当部署 広島県健康福祉局医療機能強化推進課

 
６ 開催方法

１　参集 

２　持ち回り

 

７ 議事内容

１　審査方法 

提出された企画提案書を審査し、最も得点が上位の提案者を最優秀提

案者として選定した。 

 

２　審査結果 

（１）審査対象者 

Ａ社：株式会社ファインデックス 

Ｂ社：ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

 

（２）審査対象者の評価値 

審査対象者の評価値については、別紙「公募型プロポーザル結果一

覧」及び「評価基準に基づく評価項目別の総合値」のとおり 

 

（３）最優秀提案者 

Ａ社：株式会社ファインデックス 

 

（４）委員の評価 

Ａ社：株式会社ファインデックス 

・病院特有の用語も含まれるため、管理や保管、検索において有用なノ

ウハウが期待できる。 



 ・対面やオンライン、動画など、具体的な操作研修の提案があった。 

・ログ解析による業務運用の改善が可能である。 

・システム修正が容易で柔軟性がある。 

・システム機能要件は、全てパッケージで対応可能であり、トラブル対

応も明確である。 

・病院への導入実績が豊富で、医療職が使用する際も幅広く対応が可能

である。 

・将来的な利用も考慮されており、職員増加時にも費用は必要ない。 

・両社の機能比較は難しいが、パッケージをカスタマイズ前提で考えら

れている。 

・オンライン応答時間の SLA が明確であった。 

 

Ｂ社：ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

・サービスレベル協定の提案が不十分で、サービスレベル維持に課題が

ある。 

・修正不可の項目があり、使いにくい面がある。 

・バックアップデータの遠隔地サイトでの保存機能がなく、データ管理

体制が弱い。 

・病院に対するシステム導入実績がない。 

・導入時のオプションサービスでの費用増加が懸念される。 

・機能要件に不可なものがあり、不都合が生じることが見込まれる。 

・課題解決機能の効果が不明瞭である。


